
文書番号: PDTS20121226-014-002 

 

サイオステクノロジー株式会社 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

LifeKeeper for Linux v8.1.1 
テクニカルアップデートインフォメーション 

  



LifeKeeper for Linux v8.1.1 テクニカルアップデートインフォメーション

 

 

2 

©2012 SIOS Technology, Inc. 

 

1 はじめに .......................................................................................................................... 3 

2 LifeKeeper for Linux v8.1.1 の変更点 ....................................................................... 4 

2.1. Single Image Installer ......................................................................................... 4 

2.2. pdksh の競合問題の解消 ........................................................................................ 4 

2.3. Linux 標準の起動/停止スクリプト ......................................................................... 4 

2.4. メッセージカタログ ................................................................................................. 4 

3 お問い合わせ ................................................................................................................... 5 

4 免責事項 .......................................................................................................................... 6 

  



LifeKeeper for Linux v8.1.1 テクニカルアップデートインフォメーション

 

 

3 

©2012 SIOS Technology, Inc. 

 

1 はじめに 

 

本文書では LifeKeeper for Linux v8.1.1 での機能変更について概説します。 
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2 LifeKeeper for Linux v8.1.1 の変更点 

2.1. Single Image Installer 

オプションの Recovery Kit をメニューから対話的にインストール、アップグレー

ドできる形式になりました。従来の製品では Core パッケージとオプションの

Recovery Kit にそれぞれバージョンが存在していましたが、新バージョンでは

Core パッケージとオプションの Recovery Kit のバージョンを統一しました。 

 

2.2. pdksh の競合問題の解消 

ディストリビューション提供の pdksh と競合する問題を解消しました。

LifeKeeper では pdksh パッケージが必須要件としています。従来のバージョンで

は、LifeKeeper 製品に同梱している pdksh パッケージは/bin/ksh に配置されてい

ましたが、新バージョンでは /opt/LifeKeeper/bin/ksh に配置されます。 

 

2.3. Linux 標準の起動/停止スクリプト 

新バージョンでは Linux 標準の起動/停止スクリプトが用意されました。従来のバ

ージョンでは LifeKeeper の起動、停止は、lkstop、lkstart コマンドでのみ行うよ

うになっていましたが、新バージョンでは Linux 標準の起動/停止スクリプトを実

行し、LifeKeeper を起動、停止することができます。LifeKeeper の起動/停止に

関する詳しいコマンドの使い方は、man LCD よりご確認ください。 

 

2.4. メッセージカタログ 

エラーコードとその重要度、説明や想定される原因などが記載されるものとしてメ

ッセージカタログがあります。新バージョンでは DB2 Recovery Kit と、DMMP 

Recovery Kit がメッセージカタログに対応しました。メッセージカタログについ

ては以下のオンラインマニュアルに情報があります。 

http://jpdocs.us.sios.com/Linux/8.1.1/LK4L/MessageCatalogs/MessageCat

alog/ 

  

http://jpdocs.us.sios.com/Linux/8.1.1/LK4L/MessageCatalogs/MessageCatalog/
http://jpdocs.us.sios.com/Linux/8.1.1/LK4L/MessageCatalogs/MessageCatalog/
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3 お問い合わせ 

 

本ドキュメントの記載内容について、疑問点等がある場合は弊社サポート窓口までお

問い合わせください。お問い合わせの一次窓口が弊社ではない場合があります。サポ

ート証書にてサポート窓口を確認のうえ、適切なお問い合わせ窓口にお問い合わせく

ださい。 

http://www.sios.com/products/bcp/lkdk/contact/ 

 

  

http://www.sios.com/products/bcp/lkdk/contact/
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4 免責事項 

 

 本書に記載された情報は予告なしに変更、削除される場合があります。最新のものを

ご確認ください。 

 

 本書に記載された情報は、全て慎重に作成され、記載されていますが、本書をもって、

その妥当性や正確性についていかなる種類の保証もするものではありません。 

 

 本書に含まれた誤りに起因して、本書の利用者に生じた損害については、サイオステ

クノロジー株式会社は一切の責任を負うものではありません。 

 

 第三者による本書の記載事項の変更、削除、ホームページ及び本書等に対する不正な

アクセス、その他第三者の行為により本書の利用者に応じた一切の損害について、サ

イオステクノロジー株式会社は一切の責任を負うものではありません。 

 

 システム障害などの原因によりメールフォームからのお問い合せが届かず、または延

着する場合がありますので、あらかじめご了承ください。お問い合せの不着及び延着

に関し、サイオステクノロジー株式会社は一切の責任を負うものではありません。 
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【著作権】 

本書に記載されているコンテンツ(情報・資料・画像等種類を問わず)に関する知的財産権は、 

サイオステクノロジー株式会社に帰属します。その全部、一部を問わず、サイオステクノ

ロジー株式会社の許可なく本書を複製、転用、引用、公衆への送信、販売、翻案その他の

ニ次利用をすることはいずれも禁止されます。またコンテンツの改変、削除についても一

切認められません。 

 

本書では、製品名、ロゴなど、他社が保有する商標もしくは登録商標を使用しています。 

 

 

サイオステクノロジー株式会社  

住所 : 〒106-0047 

       東京都港区南麻布 2 丁目 12-3 サイオスビル 

電話 : 03-6401-5161 

FAX : 03-6401-5162 

URL : http://www.sios.com 

 

http://www.sios.com/

